
　
ふくろう販売管理で使用する倉庫を登録します。

在庫管理する場合は、必ず１つ以上の倉庫を登録する必要があります。
登録した倉庫は事業所マスタの「倉庫」に設定することで、伝票入力時の初期倉庫として表示されます。

・倉庫を利用することにより、以下の業務が可能です。
①　倉庫別の商品ごとの在庫数、残高管理

②　伝票入力時、リアルタイム処理での実在庫計算

１）　倉庫マスタの項目説明

項目名称 説明 桁数 必須

ｺｰﾄﾞ 1～4桁までで指定します。 半角英数4桁 ○

名称 倉庫名を指定します。 半角英数ｶﾅ30桁 ○
各画面に倉庫名として表示される名称です。 全角文字15桁

略名 倉庫簡略名を指定します。 半角英数ｶﾅ10桁
全角文字5桁

カナ 倉庫カナ名を指定します。 半角英数ｶﾅ30桁
全角文字10桁

郵便番号 郵便番号、住所、電話番号、FAX番号の登録します。
住所 どの処理でも使用していません。
電話番号 （参考情報）
FAX番号
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項目名称 説明 　桁数　 必須

倉庫分類 倉庫を分類します。 （選択）
当システムではどの集計にも使用していません。
（参考情報）

事業所 主にこの倉庫を使用する事業所を選択します。 （選択）
マスタの一覧表示した際、この事業所ごとに
検索して表示されます。
また、伝票入力時、商品の倉庫を選択する際に
ログオン担当者の所属する事業所と同じ事業所に
登録されている倉庫がリスト表示されます。
帳票を出力する際、事業所で絞込み
検索が可能になります。
商品在庫一覧表、商品台帳、予定在庫照会
複数事業所で使用する場合は登録不要です。（空白指定）

営業担当 倉庫の主担当者を選択します。 （選択）
棚卸入力の際、棚卸担当者として初期表示されます。
※棚卸時の担当者は、棚卸伝票の担当者として使用します。

（運用設定で設定）

倉庫区分 倉庫の種類を指定します。 （選択）

使用区分 使用する、使用しない　より選択します。 （選択） ○
「使用しない」にすると他画面にて選択できなくなるが
マスタにはデータを残すことができます。
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２）　在庫設定

倉庫登録画面の「在庫設定（F11)」ボタンをクリックすると、倉庫商品別の在庫数設定が画面が表示されます。

・　在庫設定を利用することにより、以下の様な業務が可能です。
①　伝票登録時に在庫チェックが行われ、最低在庫量を下回るまたは最大在庫量を超える場合
　　　警告/エラーメッセージが表示されます。

　（警告/エラー/在庫チェックしない は「運用設定」の「在庫チェックをする」の設定に従います）

※　在庫チェックは員数で行い、重量でのチェックは行いません。

項目名称 説明 　桁数　 必須

コード 在庫管理する商品の情報が表示されます。 -
商品名
寸法
長さ

最低在庫員数 指定した倉庫、商品別の最低/最大在庫量を指定し 数字
最大在庫員数 ます。
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３）　在庫設定インポート

タブ区切りのテキストファイルから、在庫設定をインポートすることができます。

インポート手順

①　読み込むタブ区切りテキストファイルを作成します。

・　ファイルには、倉庫コード/商品コード/寸法１/寸法２/寸法３/長さ/最低在庫員数/最低在庫重量/
　最大在庫員数/最大在庫重量の順で項目を指定してください。

・　項目の間はタブで区切って下さい。
　　エクセルでデータを作成する場合は、ファイルの保存時に「ファイルの種類」で「テキスト（タブ区切り）」
　　を選択してください。

②　倉庫登録画面を開き、「在庫設定（F11)」をクリック→「インポート（F7)」　をクリックして
　　「倉庫別商品登録　インポート」画面を開きます。

③　参照ボタンから、取り込むテキストファイル選択します。

④　「XX行　インポートしました」のメッセージが表示されたら正常終了です。
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